
 

          

 

 

 

 

 

 
 

卒業を迎えて～目的・責任・感謝～  

                                          北海道今金高等養護学校長 髙 嶋 利次郎 

 卒業生の皆さん、御卒業おめでとうございます。 

 皆さんは、今金高等養護学校での３年間、暑い日も厳しい寒さや大雪の日も毎日学校に通い、学習や

部活動に励んできました。今年度から、ＰＴＡと連携して「模擬株式会社 IMAKANE  FACTORY」を立

ち上げ、学科の作業学習は「会社の仕事」として仕事に取り組んできました。窯業科・産業科では町内

外からキーマカレー用の楕円皿、大皿などの製品製造の発注を受け、納期にいかに間に合うように作業

計画を立てるかよく話し合い、考え合って良い製品を作り納品することができました。農業科では、春

にたまねぎを納品してほしいという発注を受けて、長い期間にわたって心を込めて品質の良い玉ねぎを

１３０ｋｇ納品することができました。納品されたタマネギを使って、町内の飲食店では、「たなもち

－な」という料理を考案しました。ネーミングは１年農業科の生徒のアイデアです。この料理を盛り付

けるお皿は、窯業科・産業科が受注生産し、お品書きは生活家庭科の紙すき製品を使用していただいて

います。そのほかに生活家庭科では、ピリカ旧石器文化館で販売するレターセットとポチ袋を受注生産

しています。家庭総合科では、北海道八雲高等学校総合ビジネス科３年生と共同で商品開発を行い、昨

年度の創立２０周年記念事業で生徒会が記念菓子として開発したショコラクッキー「清流の薫り」を基

にして、３種類の味の組み合わせのショコラクッキー「チョコっと ひといき。」を開発しました。こ

れまではイベントでの販売が主でしたが、昨年の１２月から町内のクアプラザピリカの売店で販売され

る他、部屋の茶菓としても置かれるようになりました。発売以来１０００袋を売り上げました。 

 次期学習指導要領では、学校は、地域の公共システムにおけるコミュニティーの拠点として、よりよ

い教育でよりよい社会を作ることを地域と共有する「社会に開かれた教育課程」であることが求められ

ています。今年度の模擬株式会社 IMAKANE  FACTORY の活動は、正にこの「社会に開かれた教育課

程」そのものです。３年生の皆さんはこの活動を通じて飛躍的に成長しました。皆さんが模擬株式会社

になってよかったことをアンケート用紙に書いてくれましたが、生徒が経験を通して成長し変わってい

く様子が生き生きと書かれていて、とても感動しました。 

 皆さんが今日卒業できるのは、保護者の方々、現場実習でお世話になった方々、今金町の地域の方々

の支えのお陰です。周囲からの支えと応援がなければ、今日の日を迎えることはできませんでした。卒

業生の皆さんとともに、教職員一同、これまで本校の教育活動をお支えくださった方々に心より感謝を

申し上げます。 

 さて、卒業を迎えられた皆さんに、私の好きな「はなむけの言葉」を贈りたいと思います。  

人間の究極の幸せは４つあります。 
 

１つ目は、人に愛されること。 
 

２つ目は、人にほめられること。 
 

３つ目は、人の役に立つこと。 
 
４つ目は、人に必要とされること。 
 

愛されること以外は、働いてこそ得られます。 
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 是非、一生懸命に仕事をして、周囲の人から信頼され、ほめられ、人の役に立つ仕事をして感謝さ

れ、職場になくてはならない人になってください。 

 保護者の皆様、お子様の御卒業、心よりお祝い申し上げます。 

 ３年間、自宅から離れた遠い地にお子様を通わせることの大変さと心細さを感じられたことと思いま

す。しかし、お子様達は、様々な努力を仲間と共に積み重ね、実に立派な青年の男性・女性に成長しま

した。これからは、一人の社会人として見守り、必要に応じて手助けをしていただければと思います。

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 最後になりましたが、今金高等養護学校の生徒の教育と就労に関わる様々な課題について、地域全体

で支援してくださる今金町の皆様に、重ねて心より感謝申し上げます。障がい者がビジネスで活躍する

町（ソーシャルタウン今金）が一歩一歩現実のものとなっていきますことに、深い敬意を表しますとと

もに、厚くお礼申し上げます。 

 来年度も今金町の学校として、地域に貢献できる人材育成に努めるとともに、地域との協働・地域貢

献を推進して参ります。どうぞよろしくお願い申し上げます。  

 

 

１月２２日（月）～２６日（金）の５日間、全国学校給食週間が行われました。期間中は特別献

立となり、食事のマナーについて実践したり、外国と日本の食文化の違いについて学んだりしまし

た。展示では、昨年も好評だった箸の体験コーナーに、多くの生徒が熱中して取り組んでいる様子

がみられました。クラス対抗給食クイズは、食について知るだけでなく、学級で協力したり話し合

ったりする良い機会となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月２１日（水）に後期生徒総会がありました。今回の生徒総会では、生徒会執行部や各委員会、

各部活動から年間活動報告と活動予算の決算報告をしました。また、各クラスの代表者から、委員会

や部活動への質疑もあり、より良い学校にしていくための充実した総会となりました。改善できると

ころは、各クラスの質疑を参考に生徒同士で考えながら今後の活動に生かしていきます。３月には３

年生が卒業し、４月からは新入生を迎えます。これから活発な生徒の活動が増えることを期待してい

ます。 

 

 

 

 

 

 



 

          

 

 

２月２３日（金）に卒業生を送る会を行いました。１年生から３年生の学年ごとのグループに分

かれて、出し物を見ながら歓談しました。１年生は本校をテーマとしたクイズを行い、２年生は歌

と卒業生一人一人に感謝の手紙を送りました。３年生は３年間の出来事を寸劇にして学科ごとに発

表を行い、後輩達へメッセージ送りました。生徒会執行部は、写真に合わせて卒業生一人一人に感

謝の言葉を伝えました。会の途中で涙を流す生徒もおり、大いに盛り上がり楽しい時間を共有する

ことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月２４日（土）に第３７回北海道障がい者冬季スポーツ大会が宗谷管内枝幸町で行われました。

今回は、本校から２名の生徒が代表として参加してきました。距離競技（クラシカル走法）男子３

㎞の部に１名、女子１㎞の部に１名が出場し、女子が３位、男子が４位という好成績を修めてきま

した。 

距離競技のコースは今までにないくらいアップダウンが激しく、練習していたコースとは大きく

異なっていましたが、会場を見ても生徒たちは臆することなく大会に参加することができました。

また、移動（今金～枝幸：９時間２０分）の疲れも感じさせない頑張ってくれました。応援してく

ださった今金町のみなさん、学校のみなさん本当にありがとうございました。来年度は、岩見沢市

での開催となります。次年度も生徒の活躍を期待しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 予 定 

５日（月） 卒業証書授与式 

１３日（火） １学年作業強化日（～15 日） 

今金町教育・文化・スポーツ表彰（町民セン

ター）１８：００～ 

１５日（木） 2 学年販売実習（販売開始１０：３０～） 

場所：今金町役場、総合体育館ロビー 

２２日（木） 大掃除（５，６ｈ） 

２３日（金） 修了式、離任式、PTA 役員会、1 学年給食

試食会 

子ども相談支援センター 

相談窓口のお知らせ 
いじめや不登校、体罰などの学校教育に関する悩み、子育て・しつけ

など家庭教育に関する悩みなど相談してください。 

 

●電話相談 
  ０１２０－３８８２－５６ 

（無料、毎日 24 時間対応 ） 
 

●メール相談 

doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp 
※急ぎの場合は電話相談を利用してください 

センターＷｅｂページ 

●来所相談 

                  （ 1 0～1 6時 、     （日 ・祝 日 、年 末 年 始 はお休 みです。） 

子ども相談支援センター 

               札幌市中央区北３条西７丁目道庁別館８階 

※上記の電話相談で予約してください。 

 

 


